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し，各種セミの分布状況，年次変化，さらに気候と

抜け殻数の関係を評価している 7）．鳴き声に基づく

調査は，研究所の飯綱庁舎が位置する飯綱高原にて

2012 年 6 ～ 10 月に標高差 100 m 毎の各観測点で

実施し，各種セミの標高帯毎の生息状況を評価して

いる 8）．また，一般市民からセミの目撃・鳴き声の

情報を収集して，長野県内の各種セミの分布図を作

成している 9）．しかし，セミの鳴き声の継続的な定

点観察の記録は，一部を研究所が発行する読み物に

掲載しているが 10）， 紀要などにまとめて報告され

ていない．

長 野 県 に お け る セ ミ の 鳴 き 声 の 定 点 観 察 の 記 録

として， 長野地方気象台における生物季節観測が

あ る． こ れ に よ る と，1953 ～ 2015 年 の 間 に ニ

イ ニ イ ゼ ミ と ツ ク ツ ク ボ ウ シ の 初 鳴 き 日 は 有 意

に 遅 く な り， ア ブ ラ ゼ ミ と ミ ン ミ ン ゼ ミ Hyalessa 

maculaticollis の 初 鳴 き 日 は 有 意 に 早 く な っ て い

る 11）． ただし， この観測での初鳴き日とは， 気象

台の職員がその年の最初にセミの鳴き声を “ 聞いた

日 ” のことで， その年に初めてセミが “ 鳴いた日 ”

とは限らず，厳密な意味では “ 聞き始め日 ” と表現

した方が正しい．また，気象台ではシーズンを通し

て常にセミの鳴き声を記録しているわけではないの

で， セミの鳴き声の聞き終わり日やセミが鳴いて

いる期間が経年的にどう変化しているかは分から

１　はじめに

地球環境の変化は，生物多様性の第 4 の危機とさ

れ 1），身近な生物を長期間にわたり観察して記録す

ることは，後に環境の変化が生物に与えた影響を評

価する上で貴重な資料となる．我々の身近にいるセ

ミは種ごとに生息に適した環境があり，環境の改変

はセミの多様性に大きな影響を与える 2）．セミ類の

中でも比較的幅広い適応能力をもつとされ， 市街

地 に も 広 く 生 息 し て い た ア ブ ラ ゼ ミ Graptopsaltria 

nigrofuscata や ニ イ ニ イ ゼ ミ Platypleura kaempferi，

ツ ク ツ ク ボ ウ シ Meimuna opalifera で す ら 都 市 化 の

著しい一部の地域では減少している 2）．そこで，近

年は環境省，日本自然保護協会，セミの抜け殻しら

べ市民ネットが，日本各地でセミの抜け殻に基づい

て各種セミの生息状況を調査し，各種セミの分布や

年次変化を報告している 3）, 4）, 5）．

長野県は南北に長く標高差も大きいため，日本全

国に生息している 35 種類（北海道・本州・四国・

九州で 16 種類）のセミのうち 12 種類がいる 2），6）．

これらのセミが環境の変化に伴い分布や鳴く時期を

変える可能性があり， 長野県環境保全研究所（以

下，研究所）ではセミの抜け殻や鳴き声に基づくセ

ミの調査を実施している． 抜け殻に基づく調査は

2012 年から長野県内 6 地点で毎年 8 月上旬に実施
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長野県環境保全研究所（飯綱庁舎）において，2012 ～ 2018 年に聞かれたセミの鳴き声をカレンダーに記録し，

各種セミの鳴き声の聞き始めと聞き終わりについてまとめた．この結果，①エゾハルゼミ，アブラゼミ，エゾ

ゼミおよびコエゾゼミ，ヒグラシは，聞き始めの日が早期化している可能性があること，②エゾハルゼミとア

ブラゼミは聞き終わりの日が早期化している可能性があること，③エゾゼミおよびコエゾゼミは聞き終わりの

日が晩期化している可能性があること，が示された．また，2012 年以前に飯綱庁舎で聞かれていなかったセ

ミとして，ハルゼミが 2014 年，ツクツクボウシが 2015 年に初めて鳴き声が確認され，これらのセミは 2018

年にも鳴き声が確認された．

キーワード：セミの鳴き声，聞き始め，聞き終わり，長野県環境保全研究所（飯綱庁舎），2012 ～ 2018 年
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管液を吸って成長する．終齢である 5 齢幼虫になる

まで脱皮を繰り返しながら大きくなり，5 齢幼虫は

羽化の準備が整うと地表付近で暗くなるのを待って

地上に現れ，羽化して成虫になる．幼虫期間は，植

木鉢での飼育観察の結果によると，アブラゼミやミ

ンミンゼミ，クマゼミ Cryptotympana facialis が 2 ～

5 年，ニイニイゼミで 3 ～ 4 年，ツクツクボウシで

1 ～ 2 年である 2）．また，飼育記録によると，成虫

期間は条件が良ければ 2 週間から 1 ヵ月半である．

セミの腹部は 11 節からなり，♂の第 1 ～ 2 節は

発音器となり，発音筋 + 発音膜によって音を発生さ

せる．また，♂は腹腔がしばしば空洞状に発達し，

音を増幅させる共鳴室となる．セミが鳴くのは♂だ

けだが，羽化後すぐには鳴くことができず，正しい

発音ができるようになるまでに数日かかる．♂が鳴

く主な目的は♀を呼び寄せて交尾を行うことで，種

独自の周波数やリズムとパターンをもつ．

2.3 鳴き声調査

表 1 に長野県にいる 12 種類のセミの鳴き声をま

とめて示す 2）．著者らが飯綱庁舎の建物の外で鳴い

ている各種セミの声を聞いたら， カレンダーにセ

ミの種類を記録する作業を 2012 年以降継続して実

施した．ただし，エゾゼミ Lyristes japonicus とコエ

ゾ ゼ ミ Lyristes bihamatus は 鳴 き 声 が 似 て お り， 正

確な分類ができていないため， 本研究ではセット

にしている．2012 ～ 2016 年は第二著者，2017 ～

2018 年は第一著者が中心に記録した．なお，著者

らの不在時などには飯綱庁舎の職員にも調査に協力

してもらい，可能な限り毎日記録した．飯綱庁舎の

職員も人事異動などにより多少のメンバーの入れ替

わりはあるが，大部分の記録は第一著者と第二著者

で行っているので，この影響は小さい．

鳴き声調査は，セミの鳴き声の特徴を理解すれば

誰でも手軽にいつでも実施できるので，抜け殻調査

に比べて少ない労力で多くの情報を得られる．ゆえ

に，毎日調査する場合や広域的な調査をする場合に

有用な手法である．一方，セミの生息を判定する上

で，鳴き声調査は抜け殻調査に比べて精度が良くな

い．その理由として，主に次の 3 点が挙げられる．

（1）抜け殻の触角のような明確な分類基準がないの

で聞き間違う可能性がある．

（2）抜け殻はセミがその場に定着している証拠とな

るが，鳴き声は車などにとまって運ばれてきた

セミの可能性もあり，必ずしも鳴いたセミがそ

ない．

研究所の飯綱庁舎では， 設立当初（1996 年） は

アブラゼミやミンミンゼミの鳴き声は聞かれなかっ

たが，2009 年からアブラゼミ，2010 年からミンミ

ンゼミの鳴き声が聞かれ始め 12）， これを契機にセ

ミの鳴き声を聞いたらカレンダーに記録を残す調査

を開始した．この調査により，各年の各種セミの鳴

き声の聞き始めから聞き終わりの期間が分かるよう

になった 10）． 本研究では， 研究所の飯綱庁舎で聞

かれた 2012 ～ 2018 年のセミの鳴き声の定点観察

に基づいて，各種セミの鳴き声の聞き始めと聞き終

わりの記録をまとめて報告する．

２　材料と方法

2.1　調査地

研究所の飯綱庁舎は，飯綱山（標高 1917 m）の

南東斜面上の北緯 36°43′21″，東経 138°9′24″，

標高 1030 m に位置し，周囲には高原状の小起伏火

山麓斜面が発達する．周辺の植生は林床にクマイザ

サが密生したカラマツ人工林であるが，小規模な湿

潤地や流水にはハンノキ，ハルニレを交えた湿性林

がみられるほか，一部にはクリ－コナラ林，ドイツ

トウヒ植林もみられる 13）．1996 年の庁舎竣工時に

は建物周辺の造成部分にブナやミズナラなどの広葉

樹 の 植 樹 が な さ れ た． カ ラ マ ツ の 林 齢 は 60 ～ 70

年生で，2009 年には周辺のカラマツ林内で間伐（本

数調整伐 , 事業地全体での間伐率 32%）が行われた

が，植林はされていない．気候は冷涼で最も暑い 7, 

8 月でも月平均気温が 22℃程度で， 降水量は梅雨

と秋雨の時期に極大をとる季節変化をしているが，

冬季も一定量の降水があり 12 月から 3 月は雪に覆

われる 14）． また， 積雪深は 1 m を超えるため月平

均気温が氷点下となる冬季も地温は 0℃以下になら

ず，3 月の消雪直後に急激に上昇する．土壌は表層

にカラマツのリター，その下は火山灰質粘性土であ

り，表層から約 60 cm 深まで（A 層）は比較的有機

物が多い 14）．

2.2　セミの生態

セミは半翅目（カメムシ目）Hemiptera 頸吻亜目

Auchenorrhyncha セミ型下目 Cicadomorpha のセミ上

科 Cicadoidea に属す昆虫の総称である 2）．セミは枯

枝や樹皮などに産卵し，孵化した 1 齢幼虫は地中に

もぐり根の脇に小部屋（幼虫室）を作り，根から道
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り ま で の 期 間 を 図 1 に 示 す． こ れ に よ る と， エ ゾ

ハ ル ゼ ミ Terpnosia nigricosta と ハ ル ゼ ミ Terpnosia 

vacua の鳴き声は 5, 6 月に聞かれ，他のセミは 7 ～

9 月 に 聞 か れ る． ハ ル ゼ ミ は 2014 年 6 月 17 日 に

初 め て 鳴 き 声 が 聞 か れ，2018 年 は 5 月 29 日 に 4

年ぶりに鳴き声が聞かれ 6 月 7 日が聞き終わりと

なった．エゾハルゼミの鳴き声は毎年聞かれている

が，聞き始めと聞き終わりの両方が早期化している

可能性がある．特に，2018 年は聞き始め（5 月 11

日）と聞き終わり（6 月 29 日）の両方が最も早かっ

た．ニイニイゼミの鳴き声は 2014 年を除いて毎年

聞かれているが，2013, 2015, 2018 年は 1 日だけし

か 聞 か れ て い な い．2012 年 は 8 月 22 日 か ら 8 月

30 日にかけて鳴き声が聞かれたのに対して，2018

年は 7 月 19 日に鳴き声が聞かれていて，鳴き声が

聞かれる時期が 1 ヵ月以上早いが， 鳴き声が聞か

れる頻度が極端に少ないため， 結果の解釈には注

意を要する． ツクツクボウシは 2015 年 8 月 19 日

に 初 め て 鳴 き 声 が 聞 か れ，2018 年 は 8 月 23 日 に

3 年ぶりに鳴き声が聞かれ 8 月 24 日が聞き終わり

となった．アブラゼミの鳴き声は毎年聞かれている

が，エゾハルゼミと同様に聞き始めと聞き終わりの

両方が早期化している可能性がある． 特に，2018

年は聞き始め（7 月 26 日）と聞き終わり（8 月 31

の場に定着しているとは言えない．

（3） 鳴くのは♂だけなので， ♀の存在は捉えられ

ない．

さらに，鳴き始めや鳴き終わりの日の記録は，「1．

はじめに」でも記載したとおり，“ 聞いた日 ” と “ 鳴

いた日 ” が必ずしも同じ日とは言えないので，厳密

に鳴き始めと鳴き終わりの日を捉えるのは困難で

ある．本研究において，“ 聞いた日 ” と “ 鳴いた日 ”

が異なり得る要因として， 主に次の 2 点が挙げら

れる．

（ⅰ）休日や出張などでセミの鳴き声から種類を判断

できる職員が全員不在の時は記録されない．

（ⅱ）聞き始めや聞き終わりの時期は一時的にしか鳴

かないことも多く，鳴き声を聞き逃す可能性が

ある．

本研究では基本的に平日は鳴き声の記録がされて

いることを踏まえると，“ 鳴き始め ” と “ 聞き始め ”

の差，および “ 鳴き終わり ” と “ 聞き終わり ” の差は 2, 

3 日以内と考えられる．

3　結果

2012 ～ 2018 年 に 飯 綱 庁 舎 で 聞 か れ た セ ミ は 9

種類で，各種セミの鳴き声の聞き始めから聞き終わ

表１ 長野県にいる 12 種類のセミの鳴き声 

 
 

セミの種類 鳴き声
2)

ニイニイゼミ Platypleura kaempferi "チー"という連続音

コエゾゼミ Lyristes bihamatus "ビーン(ジー)"という連続音

エゾゼミ Lyristes japonicus "ギー"という連続音

アブラゼミ Graptopsaltria nigrofuscata "ジー"という震えを伴う音

ハルゼミ Terpnosia vacua "トゥルルルル…"という序奏に
"ギー・ギー…"という高潮音

エゾハルゼミ Terpnosia nigricosta "ミョーキン・ミョーキン…
ミョーケケケケ……"

ヒグラシ Tanna japonensis "カナカナカナ…"

ツクツクボウシ Meimuna opalifera "オーシンツクツク"という高潮音に
"ジュー"という後奏

ミンミンゼミ Hyalessa maculaticollis "ミンミン…"という序奏に
"ミーン・ミンミンミンミー"という高潮音

アカエゾゼミ
a)
 Lyristes flammatus "ビーン"という連続音

クマゼミ
a)
 Cryptotympana facialis

"ジュクジュク…"という序奏に
"シャーシャー"という高潮音

チッチゼミ
a)
 Kosemia radiator "チッ・チッ・チッ…"

a) 過去に飯綱庁舎で一度も鳴き声が確認されていない種．

表１　長野県にいる 12 種類のセミの鳴き声
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日だったのに対し，2017 年の聞き終わりは 9 月 29

日で 1 ヵ月以上も遅い．なお，飯綱庁舎ではないが，

2018 年 11 月 8 日には飯綱庁舎から 2.5 km ほどの

大座法師池（標高 1052 m）周辺でエゾゼミの鳴き

声 が 確 認 さ れ て 話 題 に な っ た 15）． ヒ グ ラ シ Tenna 

japonensis の鳴き声も毎年聞かれており，聞き始め

が早期化している可能性があるのに対して，聞き終

わりは年次変化に一貫性のある特徴が見られない．

日）の両方が最も早かった．ミンミンゼミの鳴き声

も毎年聞かれているが，エゾハルゼミやアブラゼミ

ほど聞き始めと聞き終わりには年次変化に一貫性の

ある特徴が見られない．エゾハルゼミと並び飯綱庁

舎に最も多い種類のセミであるエゾゼミ・コエゾゼ

ミの鳴き声は，聞き始めが早期化している可能性が

あるのに対して， 聞き終わりが晩期化している可

能性がある．特に，2014 年の聞き終わりは 8 月 27

 
図 1 飯綱庁舎にて 2012～2018年に聞かれた各種セミの鳴き声の聞き始め(塗りつぶし)と

聞き終わり(白ヌキ) 
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図 1　飯綱庁舎にて 2012 ～ 2018 年に聞かれた各種セミの鳴き声の聞き始め ( 塗りつぶし ) と聞き終わり（白ヌキ）
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2012 年の聞き始めは 7 月 24 日だったが，2018 年

の聞き始めは 7 月 17 日で 1 週間早い．

4　まとめと今後の課題

本研究では， 飯綱庁舎にて 2012 ～ 2018 年に聞

かれた各種セミの鳴き声の聞き始めと聞き終わりの

時期についてまとめた．2018 年は 9 種類のセミの

鳴き声が聞かれ，過去最多であった．2009 年に鳴

き声が初確認されたアブラゼミと 2010 年に鳴き声

が初確認されたミンミンゼミは完全に定着したと考

えられる 12）． 今後， ハルゼミ， ニイニイゼミ， ツ

クツクボウシといったこれまで観察記録の少なかっ

たセミの鳴き声が毎年聞かれるようになるか注目で

ある．また，多くのセミに鳴き声の聞き始めや聞き

終わりの時期が変化している可能性が示唆された

が，まだ 7 年分しかデータが蓄積されていないので，

明確なことは言えない．地球環境の変化は数十年規

模で進行していることを踏まえると，今後も観察を

継続して少なくとも 20 年分くらいはデータを蓄積

し， 変化傾向に関する統計的な有意性を検討した

い．また，本研究のように短期間の年次変化におい

ては，年毎の気象条件の違いがセミの鳴き声の聞き

始めや聞き終わりに影響すると考えられるので，各

種セミの鳴き声の聞き始めや聞き終わりの日と気象

要素との相関関係を分析することも当面の課題であ

る．さらに，環境省やセミの抜け殻しらべ市民ネッ

トなどと連携して広域的かつ長期的なセミの調査に

取り組むことで，地球環境の変化がセミに及ぼす影

響を評価できるようになると期待される．
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